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昔の水辺の風景画のお話、昔の水辺の風景画展 

久々子湖・冬の野鳥ウオッチング 

三方五湖自然再生協議会全体会開催 
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三方五湖学習、自然再生関連会議等開催状況、 

自然再生取組の現場から、三方五湖のなかまたち 3 
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問合先 

 湖と田んぼのつなが

り再生部会では、シュ

ロ法（人工産卵藻）を

用いた、水田でのフナ

コイの稚魚育成技術を

確立し、研究者や漁業

協同組合等の協働の取

組により収集した稚魚

育成データや育成ノウ

ハウをとりまとめた

『水田での稚魚育成マ

ニュアル』を作成しま

した。 

 

 

 

 1月27日（水）に、神戸大学名誉教授

の保田茂先生が若狭町を訪れ、ごはん塾

と環境保全型農業研修会が開催されまし

た。 

 ごはん塾では、三方小学校と鳥羽小学

校の5年生が、薪とかまどでご飯を炊

き、おいしくごはんをいただくことの大

切さを学びました。 

 環境保全型農業研修会は、農業生産法

人 上中農楽舎において開かれ、人と自

然に優しい農法の技術向上を目指し、有

機肥料試作研修がおこなわれました。 

・全長：120cm 

・幼鳥は全体が灰白色 

 がかっている。 

・昼間は田んぼで二番 

 穂や草の種などを食 

 べて過ごし、夜は湖 

 などで寝て過ごす。 

・冬越しのために日本等に渡り、夏に北の国で繁 

 殖する。 

コハクチョウ（カモ科） 

◆自然護岸再生部会 

 ・平成28年2月25日…勉強会 

◆湖と田んぼのつながり再生部会 

 ・平成28年3月7日…研修会、部会会議 

◆外来生物等対策部会 

 ・平成28年1月16日…部会会議 

◆環境に優しい農法部会 

 ・平成28年2月23日…部会会議 

◆環境教育部会 

 ・平成28年1月10日…講演会 

 ・平成28年1月13日…研修会 

 ・平成28年2月23日…部会会議  

自然再生関連会議等開催情報  

ごはん塾、環境保全型農業研修会の開催 

『水田での稚魚育成マニュアル』の完成 

昔の水辺の風景画応募作品 

三方五湖ニュースレター No.09 平成28年3月10日 発行 

このニュースレターは「平成27年度生物多様性保全推進交付金（環境省）」を使用しています。 

三方五湖の 
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「ごはん塾」の様子 

写真提供：三方小学校 



 1月10日（日）、若狭三方縄文博物館において、昔

の水辺の風景画のお話partⅠ「1000点の風景画から

読み取る、三方五湖の昔の姿」が開催され、若狭町内

外から家族連れなどが参加しました。 

 講師として、静岡大学農学部環境社会学研究室  

富田涼都准教授が招かれ、これまでに描かれた水

辺の風景画からみてとれる“湖と人のかかわり”

や“豊かな生きものと共にあった人の生活”など

についてお話しがありました。 

 プログラム後半には、参加者がグループに分かれ

て、自分たちの“水辺での体験”について語り合いま

した。 

 1月13日（水）、若狭三方縄文博物館において、昔

の水辺の風景画のお話partⅡ「水辺の風景画の足跡」

が開催され、若狭町教育研究会環境教育部会の先生

方が中心に集まられました。 

 プログラムの前半は、ハスプロジェクト推進協議

会事務局の関岡さんから、ハスプロジェクト推進協

議会が水辺の風景画募集を始めたきっかけや取組に

寄せる思いについてお話しがありました。後半では、

「学校での水辺の風景画の取組の活かし方」をテー

マに話し合いがおこなわれました。 

 

 ◆若狭町内の小学生の作品展 

 ・期間：1月25日（月）から4月8日（金） 

 ・場所：若狭三方縄文博物館 特別展示室 

     ※休館日：毎週火曜日 

 ◆美浜町内の小学生の作品展 

 ・期間：2月16日（火）から3月15日（火） 

 ・場所：美浜町役場 ロビー 

     ※休館日：毎週土曜日・日曜日、祝祭日 

三方五湖ニュースレター No.09 平成28年3月10日 発行 

富永教授による外来生物のお話 

 1月23日（土）に、久々子湖畔において水鳥をはじ

めとする冬の野鳥の観察・調査がおこなわれました（ 

［概要］ 

 日時：1月23日（土）9：00～12：00 

 場所：美浜町久々子湖周辺 

 講師：小嶋明男氏（日本野鳥の会福井県） 

 参加者数：約15名 

 主催：福井県海浜自然センター 

 連携：福井ライフ・アカデミー・CST（理数系教員） 

    養成プログラム（福井大学）、美浜町生涯学 

    習推進委員会、美浜環境パートナーシップ  

    会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本野鳥の会福井県のメンバーにカモ類の見分け

方等を習いながら、湖面で羽を休める鳥類をじっく

り観察しました。 

 

［確認した鳥類］ 

 ミサゴ、ノスリ、ハヤブサ、トビ、ホオジロガモ、カル 

 ガモ、キンクロハジロ、ホシハジロ、オナガガモ、ハシ 

 ビロガモ、マガモ、スズガモ、カワウ、オオバン、カン 

 ムリカイツブリ、コゲラ、シロハラ、ツグミ、ハシブト 

 ガラス、シジュウカラ、ヒヨドリ、メジロ 

三方五湖ニュースレター No.09 平成28年3月10日 発行 
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関岡氏によるお話 

 3月5日（土）に、福井県立三方青年の家において、

平成27年度三方五湖自然再生協議会全体会が開催さ

れ、関係者約80人が参加しました。 

 今回の全体会では、今年度の自然再生事業の進捗

状況や成果報告と合わせて、三方五湖自然実施計画

策定から3年間の自然再生の取組について、その達成

状況や、今後、3年間の展望等について意見が交わさ

れました。 

Ｐａｒｔ Ⅰ：1000点の風景画から読み取る、 
       三方五湖の昔の姿 

水鳥を驚かさないように 

バスの中からの観察 

水辺での体験について語り合う参加者 

Ｐａｒｔ Ⅱ：三方五湖  
      ひと昔まえの、水辺の風景 

美浜町役場での展示 

富田准教授によるお話 

＝ 昔の水辺の風景画展 ＝ 

先生方による話し合いと発表 

若狭三方縄文博物館での展示 

湖畔での野鳥観察 

全体会の様子 

カモの見分け方シート 


